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事例1のイメージ

ベッドから立ち上がる際などにオーバーテーブルを支えにした患者が転倒した
事例が１７件報告されています（集計期間：２０１４年1月１日～２０１７年9月30日）。
この情報は、第１９回報告書「個別のテーマの検討状況」（Ｐ１２３）で取り上げた内容
をもとに作成しました。

患者がベッドから立ち上がる際などに、支えに
したオーバーテーブルが動き、転倒した事例が
報告されています。

オーバーテーブルを
支えにした患者の転倒

件数オーバーテーブルを
支えにした患者の動作

ベッドから立ち上がろうとした

ふらついてバランスを崩した

ベッドに戻ろうとした

靴を履こうとした

カーテンを開けようとした

支えにして歩こうとした

身体の向きを変えた後に
両手でつかまった
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オーバーテーブルを支えにした患者の転倒
事 例 1

患者がトイレに行くため、看護師はオーバーテーブルのロックを解除した。患者は、
ベッドから立ち上がる際にオーバーテーブルに手をついた。オーバーテーブルが動
き、患者はバランスを崩して転倒し、大腿骨頚部を骨折した。

事 例 2
患者はカーテンを閉めようとしてベッドから立ち上がった。１人で歩けると思ったが
ふらつき、オーバーテーブルに手をついた。オーバーテーブルはロックがかかって
いたが動き、患者は転倒した。

・ベッド周囲にはオーバーテーブルに限らず動くものがあるため、ベッド
 周囲のリスク評価を実施してください。

総合評価部会の意見

・患者が安全に過ごせるようにベッド周囲の環境を整備する。
・オーバーテーブルに体重をかけると動き、バランスを崩して転倒する 
　可能性があることを患者に具体的に説明する。

事例が発生した医療機関の取り組み

公益財団法人 日本医療機能評価機構　医療事故防止事業部
〒101-0061  東京都千代田区三崎町1-4-17  東洋ビル
電話 ： 03-5217-0252（直通）　ＦＡＸ ： 03-5217-0253（直通）
http://www.med-safe.jp/

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の
一環として総合評価部会の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。
本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページをご覧ください。 http://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証
するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。
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